
新時代をどう生きるか
～イノベーションを生む人と企業のあり方、

多様な個が躍動する組織〜
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SPEAKER
　人工知能（AI）の進化と普及による産業革命が進展する
なか、AI時代に「人間に求められる能力」や「イノベーシ
ョンを起こす企業のあり方」が模索されています。ま
た、人材を資本と捉えて企業価値の向上につなげる人的
資本経営が脚光を浴びています。さらには、多様性だけ
でなく公平性、包摂性も含めた「DE&I（ダイバーシテ
ィ・エクイティ＆インクルージョン）」に取り組むことが
求められるようになり、DE&I推進をいかに企業価値につ
なげるかが課題に浮上してきました。
　本講演会では、このように環境が目まぐるしく変化す
る新時代に、個人や組織が生き残り、幸せに成長してい
くために何が必要かを考える上で、有益な知見やノウハ
ウをご教授いただけるゲスト講師をお招きします。
　まず、慶應義塾大学先端生命科学研究所所長などを歴
任され、AI、ベンチャービジネス、イノベーター人材など
に造詣の深い一般社団法人鶴岡サイエンスパーク代表理
事の冨田勝様に、AI時代の人間の価値などについてご講話
いただきます。次に、EY Japanのチェア・パーソン兼
CEOの貴田守亮様をお招きし、グローバルな競争力を一
人ひとりが持つために、誰もが働きやすい組織や経営戦
略としてのDE&Iについて、弊社の宮原と対談していただ
きます。最後に、DXや人的資本経営に先進的に取り組ん
でいる岡山県の老舗醸造機械メーカー、フジワラテクノ
アート代表取締役副社長の藤原加奈様にご登壇いただ
き、変革推進の秘訣についてお話いただきます。

お問合せはこちら

junichi.hibino.c2@mail.toray

03-3526-2904

担当：日比野

10/15

開催概要やお申込み方法については
次ページをご覧くださいhttps://www.tbr.co.jp/
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日時　2024年10月15日（火）13:25～17:30　*13:00より開場します。

会場　経団連会館2階　経団連ホール南（東京メトロ大手町駅C2b出口直結）
　　　*会場定員は100名様です。Zoomでのオンライン配信も行います。

登壇　13:25～13:35　挨拶　髙林 和明　株式会社東レ経営研究所　代表取締役社長

　　　13:35～14:50　講演　冨田 勝　　一般社団法人鶴岡サイエンスパーク　代表理事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『AI新時代における人間の価値と教育』
　　　　（休憩）
　　　15:00～15:50　対談　貴田 守亮　EY Japan　チェア・パーソン兼CEO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『経営戦略としてのDE&I～個の尊重と強い組織づくり～』
　（コーヒーブレイク）
　　　16:15～17:30　 講演　藤原 加奈　株式会社フジワラテクノアート　代表取締役副社長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『“多様な個の躍動”を実現する人的資本経営の実践』

　　　*会場、オンライン配信とも、講演の録画・録音・撮影およびそれに準ずる行為は一切禁止です。

OUT STANDING冨田　勝　

貴田　守亮

藤原　加奈

SPEAKER

開催概要

講師プロフィール

以下の手順に従い10/7（月）までにお申込みをお願いします。ご招待の方もお申し込みが必要です。
会場視聴については先着順100名様とし、定員になり次第締め切ります。
　1．お申込フォーム（https://tbr-seminar.com/1005/）にて登録、「招待コード」は下記参照
　2．ご登録後、入力いただいたメールアドレスに受付自動メールを送信
　3．弊社にてお申込み内容を確認し、改めて正式受付メールを送信
　4．お電話でのお申込みは不可
　5．このパンフレット１枚につき、会場５名様、オンライン１０名様までお申し込みできます。

招待コード：3100

慶應義塾大学工学部卒業。カーネギーメロン大学AI専攻修士・博士課程修了。慶應義塾大学環境情報学部助教授、教
授、学部長、慶應義塾大学先端生命科学研究所所長を歴任。ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ、Spiberな
ど計9社の慶應鶴岡発ベンチャー企業を創業支援。2021年より現職。米国National Science Foundation大統領奨励
賞（1988）、日本 IBM 科学賞（2002）、第5回バイオインダストリー大賞（2021）、第27回安藤百福賞大賞（2023）
などを受賞。

カリフォルニア大学アーバイン校ピアノ科学士号。カリフォルニア州立大学サンフランシスコ校経営科学修士号。EY
入社後、米国公認会計士として米国企業や日系企業の在米・在欧子会社の監査などを担当。ニューヨーク、ロンド
ン、シリコンバレーなどでの勤務を経て、2016 年に東京に赴任。2021年から現職。社内外へのDE&Iの活動により、
英国 Financial Timesや INvolve社が毎年発表している「 Outstanding LGBT+ Role Model」の「 LGBT+
Executives」部門で2023年に殿堂入り。

慶應義塾大学経済学部卒業。同大学院経営管理研究科修了。大手食品メーカーで営業経験後、フジワラテクノアート
入社。2021年から現職。経営企画、経営基盤強化を中心とする業務全般を主導。岡山県ものづくり女性中央会会長。
全国レディース中央会理事。日本食品機械工業会理事。岡山市出身。二児の母。
フジワラテクノアートは日本DX大賞（2022年）、経済産業省DXセレクショングランプリ（2023年）、日本でいちば
ん大切にしたい会社大賞審査委員会特別賞（2023年）受賞。

お申込み方法

対談者　宮原淳二
資生堂勤務中は人事労務全般に携わる期間が長く、WLBやダイバーシティ推進を担当。2011年より現職。企業や自治体
でDE&Iに関する講演などを多数実施。官公庁の審議会の有識者を歴任。


